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9 例

9.1 例：Schwarz の曲面

次の式で定義される (C ∪ {∞})× (C ∪ {∞}) の部分集合 Σ を考える：

Σ = {(z, w);w2 = z8 − 14z4 + 1}.

すると

• Σ にはコンパクト・リーマン面の構造が入る．とくに z は w 6= 0 となる点での局所座標を与えてい

る．また w = 0 となる点の近傍では w が局所座標を与えている．

• z は Σ 上の次数 2 の正則関数である．さらに 8 点で分岐指数 1（重複度 2）の分岐をする．したがっ

て Σ は種数 3 のリーマン面である．

• g = z, ω = dz
w とおくと

ds2 = (1 + |g|2)2ωω̄

は Σ 上の正定値である，すなわち ds2 はリーマン計量である．

いま z 平面上の，4つの円弧

γ1(t) = −α+
√
2eit, γ2(t) = −iα+

√
2eit, γ3(t) = α+

√
2eit, γ4(t) = iα+

√
2eit

で囲まれる，4点

ρ, iρ, −ρ, −iρ
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ρ = sin
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12
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√
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√
2

2

)

で囲まれた D に対応した Σ の領域を考える．すると，

g = z, ω =
dz

w

に対応する極小曲面の D に対応する部分は，4つの線分を境界にもつ極小曲面となっている．
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問題

9-1 ここで与えた曲面の曲線 γ1 (π6 < t < π
3 ) に対応する部分は R3 のどのような図形か．


